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日本社会薬学会
 

第30年会特別企画
 「われわれはどこから来たのか」

 2011年9月3日
 

東京大学・安田講堂

演題２．社会薬学の”初心”

―社会薬学研究会設立発起世話人
 

の一人としてー
片平洌彦（研究会第2代事務局長)
現在、新潟医療福祉大学大学院特任教授、健和会

 臨床・社会薬学研究所所長
 http://www.kenwa.or.jp)
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1.社会薬学研究会設立『前史』（1）

• 1970~88年：厚生省スモン研究班に参加。

• 74~79年：全国スモン問題シンポジウム（計3 
回）。実行委員として参加。

• 77年7月：第18回社会医学研究会にて、「社
 会医学と社会薬学ースモン研究の教訓と今
 後の実践・研究課題」と題し報告。

• 78年10月：「判例時報」に「社会薬学的にみ
 た東京スモン判決の論点」を寄稿。
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1.社会薬学研究会設立『前史』（2）

• 79年8月：日本薬学会第99年会（札幌）にて
 「社会薬学の課題と方法」と題し「若い薬学者

 の会」にて特別講演。

• 80年10月：昭和薬科大学50周年記念誌『薬
 学への提言』に「『社会薬学』の構想」寄稿。

• 81年1月：日本学術会議医薬研連・日本薬学
 会主催シンポ「これからの薬のあり方を求め

 て」にて、「社会薬学の提唱」を報告。
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1.社会薬学研究会設立『前史』（3）

• 81年4月：新薬学研究者技術者集団主催シンポ「社
 会薬学を考える」に参加。報告？

• 81年12月：上田亨・板谷幸一・高野哲夫・片平4名
 により、社会薬学研究会設立呼びかけ。

• 82年1月：「からだの科学」に「社会薬学の課題」を
 寄稿。

• 82年3月：上田教授ほか52氏の発起人により、「社
 会薬学研究会」設立の呼びかけ。

• 82年5月15日：研究会設立総会（東京・みやこ荘）
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２．「社会薬学」の定義と課題（1）

• 「本会は、薬（主として医薬品であるが、広義
 には生体に作用する物質）の社会的側面を

 めぐる諸問題を自然科学的ならびに社会科
 学的に、すなわち総合科学的に研究し、もっ
 て人間の生命と健康の維持・発展に寄与する

 ことを目的とする。」＝1982年、研究会発足
 時の規約第2条（目的）の記載文。

• 上記の青字（下線）部分が「社会薬学」の定
 義。
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２．「社会薬学」の定義と課題（2）
• 薬の物質性、生理性、商品性（社会性）

（辰野高司「日本の薬学」1966年）

• 薬の医学性、化学性、社会・経済性

（宮木高明「薬学概論」1971年）

・
 

「化学物質の社会環境中における存在様式とそれ
 に影響を及ぼす諸因子ならびにこれらをコントロー
 ルする方法についての科学」

（野口
 

衛「社会薬学入門」1987年）
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２．「社会薬学」の定義と課題（3）

• 社会薬学の研究・教育課題

「薬」を「医薬品」と限定しても、

薬害問題、薬事行政のあり方、薬事法、医療
 保険制度、医療費と医薬品費、医薬品の医

 療での使われ方、薬と医師・薬と患者との関
 係、医薬分業、薬業経済・経営、製薬企業の
 動態分析、医薬品の歴史、等に関する問題

 等がある 。

（片平洌彦：社会薬学、5：1-11、1986）
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２．「社会薬学」の定義と課題（4）

• 社会薬学の講座は、少なくとも以下の９講座
 が必要：

公衆衛生学、衛生薬学、疫学、  
社会薬事学、法薬事学、経済薬  
事学、管理・行政薬事学、医薬  
情報管理学、薬史学
（片平洌彦：社会薬学、5：1－11、1986）
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２．「社会薬学」の定義と課題（5）

• 「社会薬学」の新定義

「社会薬学、Social Pharmacy」とは、薬（主と
 して医薬品であるが、広義には生体に作用す
 る物質）に関する社会的事象における社会科
 学的因果関係を総合科学的に研究し、もって
 人間の生命と健康の維持・発展に寄与する

 学問分野をいう。

（奥田潤、遠藤浩良、片平洌彦、林一

「社会薬学」18（1）103-5、1999）
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3.「社会薬学」の国際交流(1)

John Lilja
• 1982年当時、瑞国Uppsala大学と、Finland 
のKuopio大学で、Social Pharmacyの研究・

 教育に従事。その実態につき、「社会薬学」創
 刊号で片平らが翻訳・紹介。

• 1987年の第6回社会薬学研究会に招聘し、
 特別講演。演題：Research and Education 

of Social Pharmacy in the International 
Perspective.(「社会薬学」6・7（1）1-7,1988.)
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ウプサラ大学訪問（1987年）
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Prof.John Lilja(Uppsala University)
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3.「社会薬学」の国際交流(2)

その後も、川瀬清初代事務局長や小西良士元幹事ら
 により国際交流が推進される。

• 第8回総会では、以下の2氏が特別講演。

Masako Nagasawa Murphy(Mississippi大学）

楊
 

光（北京市衛生局）

（「社会薬学」9（1）,92－101）
• 第13回総会では、Albert I.Wertheimer教授

 （Philadelphia College of Pharmacy and Science)
が特別講演（「社会薬学」13（1）,1-10)



20社会薬学

 
Jpn. J. Soc. Pharm. Sci. 13(1),9, December.1994

Albert I. Wertheimer
Contribution of Social Pharmacy : Educational Considerations

社会薬学=薬学を支える三本柱の一つ
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薬学関連の最新の科学としての「社会薬学」

社会薬学

 
Jpn. J. Soc. Pharm. Sci. 13(1),8, December.1994

Albert I. Wertheimer
Contribution of Social Pharmacy : Educational Considerations
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４．「社会薬学」の初心

• 「初心」の4つの意味

１．最初に思い立った時の純真な気持ち。初志。
「―を貫く」

２．物事の習い始めであること。また、そのさま。初学。
３．物事に慣れていないこと。世慣れていないこと。

 また、そのさま。うぶ。
４．仏教で、初めて悟りを求める心を発すること。ま

 た、その人。
（デジタル大辞典

 http://kotobank.jp/word/%E5%88%9D%E5%BF 
%83 2011年8月30日アクセス）

http://kotobank.jp/word/%E5%88%9D%E5%BF%83
http://kotobank.jp/word/%E5%88%9D%E5%BF%83
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厚生労働省前の「誓いの碑」
 

（1999年建立）
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製薬企業倫理綱領

日本製薬団体連合会

1. 製薬企業は，医薬品が何ものにも代えがた
 い人間の生命に深いかかわりを持つという本
 質の故に，常に「生命の尊厳」を第一義とし，
 科学に対する謙虚さをもって自らを厳しく律し，

 社会の信頼に応えなければならない．

（２以下、割愛）

（1983年9月21日）
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薬剤師倫理規定

• 「薬剤師は、国民の信託により、憲法及
 び法令に基づき、医療の担い手の一員
 として、人権の中で最も基本的な生命・
 健康の保持増進に寄与する責務を担っ
 ている。」

日本薬剤師会の薬剤師倫理規定

（1973年採択、1997年改定）
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医薬品医療機器総合機構（PMDA）の理念

わたしたちは、以下の行動理念のもと、医薬品、医療機器等の
 審査及び安全対策、並びに健康被害救済の三業務を公正に遂
 行し、国民の健康・安全の向上に積極的に貢献します。

国民の命と健康を守るという絶対的な使命感に基づき、医療
 の進歩を目指して、判断の遅滞なく、高い透明性の下で業務
 を遂行します。

より有効で、より安全な医薬品・医療機器をより早く医療現場
 に届けることにより、患者にとっての希望の架け橋となるよう
 努めます。

最新の専門知識と叡智をもった人材を育みながら、その力を
 結集して、有効性、安全性について科学的視点で的確な判断
 を行います。

（以下
 

割愛）
独立行政法人 医薬品医療機器総合機構
（ＨＰに記載,2011年8月30日アクセス）

http://www.pmda.go.jp/guide/philosophy.html
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むすび

• 筆者の場合、前述のように、社会薬学への「初心」
 は、当時の「世界最大の薬害」スモンの調査研究に
 日夜没頭する中から生まれたものであり、まさに「人
 間の生命と健康の維持・発展に寄与する」ことを心

 底願ってのことであった。そのような意味内容は、日
 本製薬団体連合会「製薬企業倫理綱領」（1983年）、
 日本薬剤師会「薬剤師倫理規定」（1997年）、旧厚

 生省の薬害根絶「誓いの碑」（1999年）、ＰＭＤＡの
 「理念」に盛り込まれている。そうした「初心」を忘れ
 ることなく、今後ともに自らの瞳のように大切にして
 いきたいものである。
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